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一
、
提
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○
国
務
大
臣（
田
村
憲
久
君
）　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
生
活
保
護

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
案
に
つ
い

て
、
そ
の
趣
旨
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

生
活
保
護
制
度
は
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
理
念
に
基

づ
き
生
活
に
困
窮
す
る
全
て
の
国
民
の
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
自
立
の
助
長
を
図
る
も
の
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
の
制
定
か
ら
六
十
年
以
上
の
間
、

抜
本
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
近
年
の
生
活
保
護
受
給
者
の
急

増
や
、
不
正
事
案
が
発
生
す
る
状
況
の
中
で
、
幅
広
い
観
点
か
ら
の
見
直

し
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
、
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
必

要
な
人
に
は
確
実
に
保
護
を
実
施
す
る
と
い
う
生
活
保
護
制
度
の
基
本
的

な
考
え
方
を
維
持
し
つ
つ
、
今
後
と
も
制
度
が
国
民
の
信
頼
に
こ
た
え
ら

れ
る
よ
う
、
生
活
保
護
受
給
者
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
や
段
階
に
応
じ
た
自
立

の
促
進
、
不
正
受
給
対
策
の
強
化
、
医
療
扶
助
の
適
正
化
等
を
行
う
た
め

の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
を
第
百
八
十
三
回
国
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
同
法
案
は
、
審
議
未

了
、
廃
案
と
な
り
、
成
立
を
見
る
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
刻
も
早

く
そ
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、
所
要
の
修
正
を
加
え
た
上
で
、
こ
こ
に
そ

の
法
律
案
を
提
案
し
、
御
審
議
願
う
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
下
、こ
の
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

第
一
に
、
就
労
に
よ
る
自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
、
安
定
し
た
職
業
に

就
き
、
保
護
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
促
す
た
め
の
給
付
金
を
創
設
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
不
正
・
不
適
正
受
給
対
策
の
強
化
の
た
め
、
福
祉
事
務
所
の

調
査
権
限
を
強
化
し
、
就
労
活
動
等
に
関
す
る
事
項
を
調
査
可
能
と
す
る

と
と
も
に
、
官
公
署
に
対
し
て
は
回
答
義
務
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
罰
則
の
引
上
げ
や
不
正
受
給
に
係
る
返
還
金
の
上
乗
せ

等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
医
療
扶
助
の
適
正
化
の
た
め
、
指
定
医
療
機
関
制
度
に
つ
い

て
、
指
定
や
取
消
し
に
係
る
要
件
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
指
定
の
更

新
制
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
医
師
が
後
発
医
薬
品

の
使
用
を
認
め
て
い
る
場
合
に
は
、
生
活
保
護
受
給
者
に
対
し
後
発
医
薬
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品
の
使
用
を
促
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
法
律
案
の
施
行
期
日
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
規
定
を
除

き
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
と
し
て
お
り
ま
す
。

	

（
略
）	

以
上
が
二
法
案
の
趣
旨
で
あ
り
ま
す
。

御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
可
決
し
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
報
告

�
（
平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
）

○
石
井
み
ど
り
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま

し
て
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
実
効
あ
る
不
正

の
防
止
、
医
療
扶
助
の
適
正
化
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
生
活
保

護
制
度
に
対
す
る
信
頼
を
高
め
る
と
と
も
に
、
被
保
護
者
の
就
労
に
よ
る

自
立
の
助
長
を
図
る
た
め
、
保
護
の
決
定
に
係
る
手
続
及
び
医
療
機
関
等

の
指
定
制
度
の
整
備
、
就
労
自
立
給
付
金
制
度
の
創
設
等
の
措
置
を
講
じ

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

	

（
略
）	

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を
一
括
し
て
審
議
し
、
新
宿
区

に
お
い
て
生
活
保
護
の
申
請
窓
口
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自
立
相
談
支

援
等
の
実
情
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
保
護
の
申
請
手
続
を
法
律
に
規
定

す
る
趣
旨
及
び
改
正
後
の
運
用
の
在
り
方
、
扶
養
義
務
者
に
対
す
る
通
知

等
の
問
題
点
、
福
祉
事
務
所
の
体
制
整
備
の
必
要
性
、
生
活
困
窮
者
に
対

す
る
相
談
支
援
の
重
要
性
、
い
わ
ゆ
る
中
間
的
就
労
で
あ
る
就
労
訓
練
事

業
の
認
定
基
準
等
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議

録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表

し
て
辰
已
孝
太
郎
委
員
よ
り
両
法
律
案
に
反
対
、
社
会
民
主
党
・
護
憲
連

合
を
代
表
し
て
福
島
み
ず
ほ
委
員
よ
り
両
法
律
案
に
反
対
の
旨
の
意
見
が

そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
局
し
、
順
次
採
決
の
結
果
、
両
法
律
案
は
い
ず
れ
も
多
数
を

も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、両
法
律
案
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
五
年
一
一
月
一
二
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置

を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
生
活
保
護
制
度
は
、
憲
法
二
十
五
条
が
規
定
し
た｢

健
康
で
文
化
的
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な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
全
て
の
国
民
に
保
障
す
る
た
め
の
最
後
の
砦

で
あ
り
、
本
法
に
基
づ
い
て
保
護
が
必
要
な
国
民
に
確
実
に
保
護
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
法
の
施
行
を
機
に
、
制
度
の
意
義

や
必
要
性
、
相
談
窓
口
の
所
在
や
申
請
の
方
法
等
に
つ
い
て
改
め
て
国

民
へ
の
周
知
を
図
り
、
国
民
全
体
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

二
、
申
請
権
侵
害
の
事
案
が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
申
請
行
為
は

非
要
式
行
為
で
あ
り
、
障
害
等
で
文
字
を
書
く
こ
と
が
困
難
な
者
等
が

口
頭
で
申
請
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
取
扱
い

や
、
要
否
判
定
に
必
要
な
資
料
の
提
出
は
可
能
な
範
囲
で
保
護
決
定
ま

で
の
間
に
行
う
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
取
扱
い
に
今
後
と
も
変
更
が
な
い

こ
と
に
つ
い
て
、
省
令
、
通
達
等
に
明
記
の
上
、
周
知
す
る
と
と
も
に
、

い
わ
ゆ
る｢

水
際
作
戦
」は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
地
方
自
治
体

に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。

三
、
生
活
保
護
制
度
の
説
明
資
料
、
申
請
書
等
に
つ
い
て
、
保
護
の
相
談

窓
口
に
常
時
配
備
す
る
な
ど
、
相
談
窓
口
に
お
け
る
適
切
な
対
応
に
つ

い
て
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。
ま
た
、
相
談
窓
口
の
対
応
等
に
つ
い
て

実
態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
申
請
権
侵
害
が
疑
わ
れ
る
事
案
が
生
じ

た
場
合
に
、
不
服
の
あ
る
相
談
者
等
が
相
談
で
き
る
機
関
を
設
置
す
る

な
ど
、
制
度
の
よ
り
適
正
な
運
営
に
向
け
た
相
談
体
制
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
。

四
、
扶
養
義
務
者
に
対
す
る
調
査
、
通
知
等
に
当
た
っ
て
は
、
扶
養
義
務

の
履
行
が
要
保
護
認
定
の
前
提
や
要
件
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
事
前
に
要
保
護
者
と
の
家
族
関
係
、
家
族
の
状
況
等

を
十
分
に
把
握
し
、
要
保
護
者
が
申
請
を
躊
躇
し
た
り
、
そ
の
家
族
関

係
の
悪
化
を
来
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

五
、
生
活
保
護
受
給
者
に
対
し
て
就
労
に
よ
る
自
立
を
促
す
際
に
は
、
十

分
な
相
談
・
聞
き
取
り
を
行
い
、
被
保
護
者
の
納
得
と
理
解
を
確
認
す

る
な
ど
、
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
就
労
自
立
給
付
金
の
支

給
に
当
た
っ
て
は
、
就
労
に
よ
る
自
立
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
と
、

被
保
護
者
の
自
立
後
の
生
活
の
安
定
に
資
す
る
と
い
う
二
つ
の
観
点
か

ら
、
対
象
範
囲
を
適
正
に
設
定
し
、
必
要
な
給
付
が
行
わ
れ
る
よ
う
制

度
設
計
を
行
う
こ
と
。

六
、
生
活
保
護
制
度
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
数
が
急
増
し
て

い
る
こ
と
や
、
個
々
人
の
異
な
る
状
況
に
時
間
を
か
け
て
密
接
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
体
に
対
す
る
地
方
交
付

税
措
置
を
改
善
し
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
就
労

支
援
員
な
ど
の
増
員
を
図
る
等
に
よ
り
、
適
正
な
配
置
を
確
保
す
る
こ

と
。

七
、
五
年
後
の
見
直
し
に
際
し
て
は
、
生
活
保
護
受
給
者
数
、
人
口
比
受

給
率
、
生
活
保
護
の
捕
捉
率
、
餓
死
・
孤
立
死
な
ど
の
問
題
事
例
等
の

動
向
を
踏
ま
え
、
生
活
保
護
受
給
者
、
こ
れ
を
支
援
す
る
団
体
、
貧
困

問
題
に
関
し
優
れ
た
見
識
を
有
す
る
者
等
、
関
係
者
の
意
見
を
十
分
に
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聴
取
し
た
上
で
、
必
要
な
改
正
を
行
う
こ
と
。　

　

右
決
議
す
る
。

三
、衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
報
告（
平
成
二
五
年
一
二
月
六
日
）

○
後
藤
茂
之
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
各
案
に
つ
い
て
、
厚
生

労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

本
案
は
、
保
護
の
決
定
に
際
し
て
の
よ
り
実
効
あ
る
不
正
の
防
止
、
医

療
扶
助
の
実
施
の
適
正
化
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
生
活
保
護
制

度
に
対
す
る
信
頼
を
高
め
る
と
と
も
に
、
被
保
護
者
の
就
労
に
よ
る
自
立

の
助
長
を
図
る
た
め
、
保
護
の
決
定
に
係
る
手
続
及
び
指
定
医
療
機
関
等

の
指
定
制
度
を
整
備
し
、
就
労
自
立
給
付
金
を
創
設
す
る
等
の
措
置
を
講

じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

	

（
略
）	

両
案
は
、
参
議
院
先
議
に
係
る
も
の
で
、
去
る
十
一
月
二
十
七
日
本
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
二
十
九
日
田
村
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説

明
を
聴
取
し
、
十
二
月
四
日
、
質
疑
を
行
っ
た
後
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、

両
案
は
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
議
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

	

（
略
）	

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。


